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行政ニュース 
職員募集など

みんなの広場 
府子育て支援表彰など

行政ニュース 
教育委員会だよりなど

INFORMATION 
明るい選挙 啓発ポスターと標語の募集など

ふるさとの川の流れに 
宇治川の変遷（７）

じょうずに歯みがきできるよ！
　7 月 4 日、保健センターで「歯のひろば」がおこな
われ、親子連れ約 296 人が虫歯予防を学びました。
　会場では、医師の診断やフッ化物塗布、歯科衛生士
によるブラッシング指導がおこなわれ、参加者は、磨
き残しのない正しい歯磨きが毎日 1 人でできるように
練習していました。
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平
成
22
年
４
月
１
日
採
用
予
定
の
久
御
山
町
職
員
採
用
試
験
を
、

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
に
ち
／
８
月
15
日
㈯

◇
平
和
の
語
り

時
間
／
午
前
11
時
か
ら　

場
所
／
役
場
庁
舎
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

内
容
／
原
爆
被
災
者
の
体
験
談
、
平
和
へ
の

願
い
の
語
り
（
語
り
部
）
京
都
府
原
爆
被

災
者
の
会　

会
員　

玉
井
利
一
郎
氏

◇
平
和
祈
念
集
会

時
間
／
午
前
11
時
58
分
か
ら　

場
所
／
役
場
庁
舎
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
前

内
容
／
平
和
都
市
宣
言
朗
読
、
広
島
派
遣
団

員
体
験
発
表
、
正
午
に
黙
祷

日
時
／
８
月
15
日
㈯
ま
で

場
所
／
町
役
場
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
（
原
則
役

場
開
庁
時
間
帯
）　

内
容
／
広
島
・
長
崎
の
原
爆
被
害
の
実
相
や

現
在
の
核
兵
器
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
た
原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展
を
開

催
し
ま
す
。

　

写
真
ポ
ス
タ
ー
な
ど
は
「
広
島
平
和
記
念

資
料
館
」
と
「
京
都
府
原
爆
被
災
者
の
会
」

か
ら
借
用
し
た
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

覧
い
た
だ
き
、
平
和
の
尊
さ
と
戦
争
の
悲
惨

さ
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
真
の
恒
久
平
和
を

願
い
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

【
第
１
次
試
験
】

日
時
／
９
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
久
御
山
町
役
場

試
験
内
容
／
事
務
職
①
…
教
養
試
験
、
事
務

適
性
検
査
、
集
団
面
接
（
教
養
試
験
、
事

務
適
性
検
査
結
果
上
位
者
に
つ
い
て
後

日
実
施
し
ま
す
）

　

事
務
職
②
…
教
養
試
験
、
事
務
適
性
検
査

土
木
技
術
職
…
教
養
試
験
、
土
木
に
関
す

る
専
門
試
験

　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
…
教
養
試
験
、
保

育
士
の
専
門
試
験

　

消
防
職
…
教
養
試
験
、
消
防
適
性
検
査

【
第
２
次
試
験
】

日
時
・
場
所
／
11
月
上
旬
。
第
１
次
試
験
合

格
者
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

試
験
内
容
／
作
文
試
験
、
面
接
試
験
、
体
力

試
験
（
消
防
職
）

◇
受
験
申
込
書

　

受
験
申
込
書
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
tow

n.kum
iyam

a.kyoto.jp

）
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◇
受
付
期
間

　

受
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

え
、
必
要
書
類
を
添
え
て
８
月
３
日
㈪
か
ら

19
日
㈬
ま
で
の
間
に
、
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
、
お

こ
な
い
ま
せ
ん
。

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課

町
職
員
を
募
集
し
ま
す 

 

平
成
22
年
４
月
採
用
予
定

平
和
祈
念
集
会
と

平
和
の
語
り
を
開
催

平
和
都
市
宣
言
20
周
年
記
念
事
業

受験申込書交付

受　付　期　間

職　種 採用予定
人員 受　験　資　格

１　昭和 54 年４月２日から平成４年 4 月 1 日までに生まれた人
２　高等学校卒業程度以上の学力を有する人

１　昭和 49 年４月２日から平成４年 4 月 1 日までに生まれた人
２　高等学校卒業程度以上の学力を有する人
３　身体障害者手帳の交付を受け、その障害の程度が１級から６級

までの人
４　自力により通勤ができ、介護者なしに職務の遂行が可能な人
５　活字印刷文（点字は除く）による出題に対応できる人

１　昭和 54 年４月２日から平成４年 4 月 1 日までに生まれた人
２　高等学校卒業程度以上の学力を有し、土木学科系を専攻した人

１　昭和 54 年４月２日から平成２年 4 月 1 日までに生まれた人
２　高等学校卒業程度以上の学力を有する人
３　保育士、幼稚園教諭の資格・免許の両方を有する人または平成

22 年３月末日までに同資格および免許取得見込みの人

１　昭和５８年４月２日から平成４年 4 月 1 日までに生まれた人
２　高等学校卒業程度以上の学力を有する人
３　おおむね１時間以内に通勤できる人
４　身長 160㌢以上、体重 50㌔以上、視力は両眼ともそれぞれ裸眼

で 0.6 以上又は裸眼で 0.1 以上かつ矯正視力が 1.0 以上の人
５　身体に、職務遂行上支障がないこと

事務職①

事務職②

土木技術職

保育士・
幼稚園教諭

消防職

若干名

１　名

１　名

１　名

若干名

原
爆
写
真
ポ
ス
タ
ー
展
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行政ニュース 

　犯罪や非行のない明るい地域づくりを推進するため、
毎年７月を「社会を明るくする運動」の強調月間とし
ています。
　この月間にあわせて、標語を募集したところ、1,108
点と多くの応募をいただきました。厳正な審査の結果、

次のとおり入選作品が決まりました。
　たくさんのご応募ありがとうございました。
問い合わせ／社会を明るくする運動実施委員会事務局
（住民課内）・町生徒指導地域づくり連絡会事務局（学
校教育課内）

　久御山町で投票できる人は、日本国民で平成元年８
月 31 日以前に生まれた人で、久御山町の選挙人名簿に
登録されている人です。
　投票は、「小選挙区選挙」と「比例代表選挙」と「最
高裁判所裁判官国民審査」の３種類です。
　投票日に投票所へ行けない人は、期日前投票や不在
者投票をご利用ください。（投票について詳しくは、８
月中旬発行の選挙特集号でお知らせします）

●入場券を送付します
　投票所の受付をスムーズにおこなうために「投票所
入場券」を郵送します。
　投票所にお越しの際は、忘れずに持参してください。
　投票間近になっても届かないときは、町選挙管理委
員会事務局へお問い合わせください。
問い合わせ／選挙管理委員会事務局（広報行政課内）

社会を明るくする運動標語入選作品

◉  久御山町実施委員会表彰

◉  生徒指導地域づくり連絡会表彰

▽御牧小学校（応募点数 52 点）
賞 標　　　　　　　語 学年 氏　　名

特選・宇治
警察署長賞 考えて　自分を育ててくれた　親のこと 6 川 下　 実 範

入 選 だれにでも　心配している人がいる 5 畑　　　尚也

入 選 知ってるよ　きれいな心を　もってる君を 5 佐伯　　　昴

入 選 なくそうよ　悪いことする　その心 5 村 田　 侑 司

▽佐山小学校（応募点数 218 点）
賞 標　　　　　　　語 学年 氏　　名

特 選・
町長賞 あいさつは　一人一人の　愛言葉 6 信貴　　　凌

入 選 見つけてね　へった笑顔と　小さなサイン 6 小島 みのり

入 選 あいさつは　地球のみんなの　あい言葉 5 上 田　 七 海

入 選 学校は　みんながなかま　楽しいな 5 長 田　 涼 太

▽東角小学校（応募点数 404 点）
賞 標　　　　　　　語 学年 氏　　名

特選・教
育 長 賞 やめよう非行犯罪　豊かな社会の第一歩 6 田 中　 莉 恩

入 選 支えあおう　みんなで作る生活を 6 小 川　 宏 人

入 選 思いやり　笑顔にさせる　おまじない 5 倭田 眞友子

入 選 咲かそうよ　ひまわりみたいな
　　　　　　　　　　　えがおいっぱい 5 寺 井　 友 理

▽久御山中学校（応募点数 434 点）
賞 標　　　　　　　語 学年 氏　　名

特選・議
会議長賞 手をつなぎ　みんなでつくろう　笑顔の輪 1 奥 村　 芽 衣

入 選 犯罪は　自分の心を　けがすもの 1 小 谷　 優 登

入 選 あいさつは　人と人との　心の輪 2 小屋松 知哉

入 選 大丈夫　仲間がいるよ　ほらそこに 3 田 村　 七 海

賞 標　　　　　　　語 学年 氏　　名

佐 山
小 学 校 遊ぼうよ　そのひとことで　仲よしだ 4 山 口　 美 結

御 牧
小 学 校

今日あった楽しいことを話すから 
　　　帰ってきたら聞いてねお父さん 2 芝 田　 彪 海

賞 標　　　　　　　語 学年 氏　　名

東 角
小 学 校 人の命　一度しかない　宝物 4 矢 下　 智 也

久 御 山
中 学 校 こんなにも　君をみまもる　人がいる 3 渡 部　 莉 穂

入選
作品

衆 議 院 議 員 総 選 挙・
最高裁判所裁判官国民審査 投票日は８月30日㈰です
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町
で
は
、
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
プ
ラ
ン
第
２
期
計
画
（
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
）
に
基
づ
き
、
日
々
、
役
場
庁
舎
な
ど
町
関
連
施

設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成
20
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
や
㈶
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
の

施
設
な
ど
町
関
連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温

室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
一

酸
化
二
窒
素
な
ど
）
の
総
排
出
量
を
、
平
成

14
年
度
か
ら
平
成
17
年
度
ま
で
の
実
績
を
平

均
し
た
値
か
ら
３
㌫
削
減
す
る
こ
と
や
、
用

紙
類
の
使
用
量
の
抑
制
、
紙
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
等
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
計
画
で
す
。

◦
「
ノ
ー
・
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」
の
実
施

　

毎
月
１
回
、
職
員
の
自
動
車
通
勤
を
自
粛

◦
夏
・
冬
の
エ
コ
ス
タ
イ
ル
の
実
施

◦
空
調
の
適
温
化
（
冷
房
28
℃
・
暖
房
19
℃
）

◦
昼
休
み
の
全
面
消
灯
お
よ
び
半
消
灯

◦
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
等
の
環
境
に
配

慮
し
た
運
転
方
法
の
徹
底

◦
地
球
温
暖
化
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

◦
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
」
で
の
啓
発

ブ
ー
ス
の
出
展

◦
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
の
取
り
組
み

　

温
室
ガ
ス
の
削
減
の
た
め
に
、
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
総
排
出
量

は
、
２
，
１
０
１
・
16
㌧
（
二
酸
化
炭
素
換

算
。
以
下
同
様
）
で
、３
㌫
削
減
目
標
値
（
２
，

１
９
５
㌧
）
よ
り
93
・
84
㌧
多
く
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
19
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス

総
排
出
量
と
比
べ
て
も
２
・
05
㌫
（
43
・
92

㌧
）
の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
）

　

主
な
要
因
と
し
て
は
、
不
要
な
照
明
の
消

灯
、
空
調
設
備
の
適
正
運
転
の
実
施
な
ど
に

取
り
組
み
、
電
気
使
用
量
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
た
ほ
か
、
発
電
機
の
適
正
な
管
理
に

よ
っ
て
燃
料
で
あ
る
液
化
天
然
ガ
ス
の
使
用

量
を
削
減
で
き
た
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
は
暖
冬
の
た
め
町
関

連
施
設
全
体
で
は
、
暖
房
に
使
う
灯
油
の
使

用
量
が
減
少
し
ま
し
た
。（
表
２
）

　

浄
水
場
に
お
い
て
も
一
般
家
庭
の
節
水
意

識
の
向
上
に
よ
り
水
道
需
要
が
減
少
し
、
電

気
使
用
量
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
は
、
原
油
価
格
高
騰
の

影
響
を
受
け
て
、
全
体
で
は
前
年
度
よ
り
約

５
４
６
万
円
支
出
増
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　環境問題に配慮した企業活動を促進し、町内企
業の競争力や信頼を高めるために、京のアジェン
ダ 21 フォーラムのＫＥＳや品質・環境管理の国
際規格であるＩＳＯ 14000 シリーズの認証取得
をする際に要する経費の一部を助成します。
　みなさんの事業所でも、環境問題を考えて認証
取得をしてみませんか。
対象／町内に事業所を有し、平成 18 年 4 月 1 日

から平成 23 年 3 月 31 日までの間に、ＫＥＳ
ステップ１、ステップ２またはＩＳＯ 14000
シリーズの認証を取得された、町税を完納して
いる中小企業

助成金額／認証取得に要した経費の 1 ／ 2（上限：
ＫＥＳステップ１は 5 万円、ＫＥＳステップ 2
およびＩＳＯ 14000 シリーズは 15 万円）た
だし、ＫＥＳステップ１、ＫＥＳステップ２ま
たはＩＳＯ 14000 シリーズのいずれか１回限
りです。

問い合わせ／産業課

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
プ
ラ
ン
第
２
期
計
画

温
室
効
果
ガ
ス
の

　
　

削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
は

今
年
も
取
り
組
み
ま
す

３
㌫
削
減
目
標
を
達
成

ＫＥＳ等認証取得助成制度

表２　エネルギー使用状況の推移

20 年度 19 年度 前年増減 前年比

電 気

液 化 天 然 ガ ス

液 化 石 油 ガ ス

灯 油

Ａ 重 油

ガ ソ リ ン

軽 油

(Kwh)

(Kg)

(Kg)

(L)

(L)

(L)

(L)

4,026,319

113,114

32,148

25,086

19,900

19,291

31,748

4,117,539 

122,063 

29,406 

27,024 

17,900 

20,115 

31,605 

▲ 91,220 

▲ 8,949 

2,742 

▲ 1,938 

2,000 

▲ 824 

143 

▲ 2.22 % 

▲ 7.33 % 

9.32 % 

▲ 7.17 % 

11.17 % 

▲ 4.10 % 

0.45 % 

久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ
ン
と
は

今
年
も
取
り
組
み
ま
す

３
㌫
削
減
目
標
を
達
成

種　類

年　度

表 1　温室効果ガス総排出量の推移

2,221.38

平成 16 年度 平成 17年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

2,246.86

2,102.16
2,145.08

2,101.16

1,750

2,000

t-CO2
第 1期計画目標値 2,487

第 2期計画目標値 2,195
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行政ニュース 

　

夏
は
エ
ア
コ
ン
や
水
の
使
用
が
多
く
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
え
ま
す
。
地
球
温

暖
化
防
止
と
節
約
の
た
め
に
あ
な
た
も
省
エ

ネ
始
め
ま
せ
ん
か
。
１
人
で
は
効
果
が
少
な

い
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
み
ん
な
が
省
エ
ネ

を
す
れ
ば
、
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
電
気
製
品
が
ど
れ
く
ら
い
電
気

を
消
費
し
て
い
る
の
か
、
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
簡
易
型
電
力
量
表
示
器
（
エ
コ
ワ
ッ

ト
）
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ン
ト

に
エ
コ
ワ
ッ
ト
を
差
し

込
み
電
気
製
品
を
接
続

す
る
だ
け
で
、
電
力
量

や
電
気
料
金
を
表
示
し

ま
す
。

　

家
庭
に
あ
る
電
気
製
品
を
始
め
、
身
の
回

り
の
も
の
を
見
渡
し
て
み
る
と
、
ま
だ
ま
だ

省
エ
ネ
の
で
き
る
も
の
が
見
つ
か
る
は
ず
で

す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
夏
は
省
エ
ネ
作
戦
を
実
行
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
冷
房
は
28
℃
を
目
安
に

　

軽
装
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
冷
房
の
使
用
は
最
小
限
に

　

お
出
か
け
や
寝
る
時
は
、
15
分
く
ら
い
前

に
切
り
ま
し
ょ
う
。

③
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
消
す

　

消
す
時
は
、
主
電
源
で
消
し
ま
し
ょ
う
。

④
使
わ
な
い
電
気
製
品
は
プ
ラ
グ
を
抜
く

　

パ
ソ
コ
ン
の
ス
ク
リ
ー
ン
セ
ー
バ
ー
で
は
、

消
費
電
力
は
下
が
り
ま
せ
ん
。

⑤
人
の
い
な
い
部
屋
は
消
灯

　

消
し
忘
れ
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
冷
蔵
庫
を
整
理
整
頓

　

物
を
詰
め
込
み
す
ぎ
る
と
冷
え
に
く
く
な

り
ま
す
。
扉
の
開
閉
回
数
を
減
ら
し
、
空

け
て
い
る
時
間
も
短
く
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
入
浴
時
は
お
湯
や
シ
ャ
ワ
ー
の
使
い
す
ぎ

に
注
意

　

浴
槽
の
湯
量
や
シ
ャ
ワ
ー
の
流
し
た
ま
ま

に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

⑧
風
呂
の
残
り
湯
を
洗
濯
に

　

風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
し
、
ま
と
め
て
洗

い
ま
し
ょ
う
。

⑨
駐
停
車
時
は
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ

　

５
秒
で
も
、
省
エ
ネ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

⑩
不
要
な
荷
物
は
下
ろ
す
。

　

重
い
荷
物
を
積
ん
で
お
く
と
車
重
量
が
増

え
燃
費
を
悪
く
し
ま
す
。

⑪
近
場
へ
の
外
出
は
車
に
乗
ら
な
い

　

自
転
車
や
徒
歩
で
出
か
け
、
公
共
交
通
機

関
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

　長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定する
認定長期優良住宅について、次の要件に該当すると、
新築から５年間（３階建以上の耐火または準耐火構造
の中高層住宅は７年間）分の家屋に係る固定資産税額
が減額されます。

　以下のすべての要件を満たす住宅であること
①長期優良住宅の普及の促進に関する法律に規定する

認定長期優良住宅
②長期優良住宅の普及の促進に関する法律の施行の日
（平成 21 年６月４日）から平成 22 年３月 31 日ま
での間に新築された住宅

③居住部分の床面積が 50㎡（一戸建住宅以外の貸家
住宅の場合は 40㎡）以上 280㎡以下

④居住部分の床面積が、全体の床面積の２分の１以上

　住宅部分の床面積 120㎡までを限度として、家屋に
係る固定資産税額の２分の１が減額されます。

一般の住宅…新築後５年間
３階建以上の耐火または準耐火住宅…新築後７年間

○認定長期優良住宅に係る固定資産税（減額）申告書
○京都府から交付された「認定通知書」の写し

　新築された翌年の１月 31 日までに、上記必要書類
を添えて税務課へ申告してください。
問い合わせ／税務課 

地
球
の
た
め
に

　

省
エ
ネ
始
め
ま
せ
ん
か
！

地
球
の
た
め
に

　

省
エ
ネ
始
め
ま
せ
ん
か
！

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

　

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

住 宅 要 件

長期優良住宅に対する
　固定資産税の減額について

減額される範囲および額

減額される期間 

申告に必要な書類

申 告 方 法

私たちの家庭では、電気の約 7 割はエアコン、
冷蔵庫、照明器具、テレビの４つに使われて
います。消費電力量の高い機器にきちんと対
応することが、省エネ効果を高めるポイント
になります。

家庭における機器別の消費電力

エアコン
25.2％

冷蔵庫
16.1％

照明器具
16.1％

テレビ
9.9％

電気カーペット
4.3％

温水洗浄便座
3.9％

衣類乾燥機
2.8％

食器洗い乾燥機
1.6％

その他
20.2％
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みんなが主役 
まちの話題 ! あ・れ・こ・れ

2009 Kumiyama

町内業者による自転車の無料点検（7月7日・久御山
中学校）

2009 Kumiyama
染め物教室（6月19日・中央公民館） 

超低温実験で板状になったハンカチに驚く参加者 受賞されたコタ株式会社

　町内のコタ株式会社が、子育てしやすい職場環境づくり
に取り組む企業を表彰する「第３回京都府子育て支援表彰」
の「職場環境づくり部門」で受賞され、その報告に６月２９
日、町役場を訪れました。
　この賞は、次代の社会を担う子どもたちが健やかに生ま
れ育つ環境を社会全体で整備し、他の模範となる子育て応
援に積極的に取り組む企業等を表彰しています。
　小田社長は、「法令にしたがっているだけです。ただ、職
場復帰しやすいのではと思い、
育休中でも月 1回は親子で
顔を見せるよう助言していま
すが、その効果か２人目も育
休を取る人が多いです。会社
としては、社員がカバーしあ
うことで実力がアップするメ
リットもあります」と話して
おられました。

マイナス160 度におどろき
　町と京都府の共催でエネルギー問題や消費生活の知識を
学ぶ、「くらしのセミナー」が6月22・26・30日の日程
で開催されました。
　6月26日の施設見学会は、大阪ガスの泉北工場とガス
科学館を見学し、ＬＮＧ（液化天然ガス）が、マイナス160
度で液体にしてタンカーで輸入されることやその液体を気
体へ戻すときの気化熱を利用した世界初の冷熱発電装置の
開発など、エネルギー問題を学んでいました。

立
たていし

石 昊
こう

暉
き

ちゃん 
（平成 19 年 2 月 23 日生）

皆に笑顔をふりまく愛想良しさん。
いつまでもその笑顔を大切にね。

島田　父 晶一さん・母 美智代さん

仁
に き

木 郷
きょうすけ

介・寅
ともやす

泰ちゃん 

念願の女の子！
お兄ちゃんに負けるな！

市田　父 好浩さん・母 富美子さん

山
やまざき

﨑 梨
り お

音・瑠
る い

唯ちゃん 
（平成 18 年 6 月 19 日生）（平成 19 年 11 月 7 日生）

元気にすくすく育ったね。
これからも笑顔いっぱいの梨音と瑠唯でいてね♡

林　父 雅史さん・母 渚子さん

子育てと仕事の両立のために

（平成 12 年 5 月 11日生）（平成 14 年 2 月 13 日生）

　　 春
しゅんすい

水・心
こ こ ね

音ちゃん 
（平成 17 年 3 月 14 日生）（平成 20 年 7 月 26 日生）

くらしのセミナー
大阪ガス科学館など

府子育て支援表彰
コタ株式会社
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2009 Kumiyama

佐山校区青少年健全育成協議会の「カブトムシの配
布」（7 月 8 日・佐山小学校）

2009 Kumiyama
花蓮灯ろう祭り（7 月 10 日・東一口）

2009 Kumiyama

おもちゃを作ろう（7月7日・あいあいホール） 

平成 21 年 6 月 10 日から 7 月 9 日までの受付分（敬称略）

笹飾りに願いを込める参加者流水プールで楽しむ入場者

暑さ吹き飛ぶ水しぶき
　7月15日、町民プールがオープン。初日から33度を
超える真夏日となり、平日にもかかわらず160人が来場
し暑さを吹き飛ばす水しぶきに歓声をあげていました。
　町民プールは、水の流れる「流水プール」や滑り台のあ
る「幼児プール」、本格的に泳げる「50㍍プール」などが
あり子どもから大人まで大満足。８月末までオープンして
いますので、ご家族・お友達、みなさんでお誘いあわせの
うえ夏休みの一日を町民プールで楽しくお過ごしください。

短冊に願いを込めて
　7月3日、ふれあい交流館ゆうホールで町民生児童委員
協議会主催の「あそびの広場」がおこなわれ、就学前の児
童の親子57人が、七夕まつりを楽しみました。
　会場では、アンパンマン体操などがおこなわれ、幕から
動物などの絵を少しづつ見せて「これなんだ？」とたずね
る遊びでは、子どもたちは食い入るように見て、答えが当
たると子どもたちの歓声が響
いていました。
　また、全員に配られた笹に、
おかあさんといっしょに、折
り紙で制作した織姫・彦星飾
りや「プリキュアになりたい」、
「やさしく元気な子になって
ね」などの願いを込めた短冊
を笹に飾りつけて願いを託し
ました。

待ちに待ったオープン
町民プール

あそびの広場
ゆうホール

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご  

結  

婚

お  

誕  

生

地
区
名

夫
の
氏
名

妻
の
氏
名

大
橋
辺 

岡
田　
　

進 

岡
田　

悦
子

島　

田 

田
邊　
　

晋 

田
邊
太
笑
子

佐　

山 

大
西　

勇
平 

大
西　

春
奈

地
区
名

出  

生  

児

父 

・ 

母

大
橋
辺 

前
原　

あ
い 

正
幸
・　

綾

野　

村 

小
森
す
ぐ
り 

巨
介
・
佐
織

佐　

山 

才
藤　

壮そ
う
だ
い大 

誠
・
亜
弥
乃

　

〃　

 

西
村　
　

櫂か
い 

功　

・
祥
恵

　

〃　

 

谷
田
川
結ゆ
う
か香 

進
・
真
理
子

佐　

古 

林　
　

一い
ち
か花 

仁
平
・
ゆ
き

　

〃 

奥
野　

結ゆ
う
と斗 

和
行
・
香
代　

　

林 

岡
本　

昇
し
ょ
う
ご
う剛 

善
幸
・
由
希
子

　

〃 

小
林　

俊
し
ゅ
ん
す
け介 

大
介
・
恵
理

　

〃 

豊
田　

紗さ

な菜 

直
弘
・
千
草

下
津
屋 

山
本　

華は

な愛 

智
彦
・　

都

　

〃 

菰
田　

陽は
る
き貴 

尚
紀
・
千
恵

　

栄 

川
嶋　

愛あ
い
り莉 

輝
也
・
彩
絵
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キ 
ャ

ン 
パ  

ス   

教
育
委
員
会
だ
よ
り

campus
No.5

　

町
で
は
、「
心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
個
性
あ

る
地
域
文
化
の
創
造
」
と
「
地
域
住
民
の
絆

の
強
化
」
を
目
指
し
、
各
種
の
生
涯
学
習
事

業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
と
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社

会
な
ど
様
々
な
場
に
お
い
て
、
個
人
が
自
分

の
意
思
で
生
涯
を
通
じ
て
お
こ
な
う
学
習
活

動
を
言
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、
職
業
上
の

技
能
取
得
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
、
芸
術
・
文
化
活
動
や
趣
味
・
教
養

活
動
な
ど
実
に
多
種
多
様
に
わ
た
り
ま
す
。

　

心
豊
か
で
思
い
や
り
に
満
ち
た
社
会
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
生
涯
学
習
が
大
変
重
要
な

意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
生
涯
学
習
の
一
層
の
推
進

を
目
指
し
、
種
々
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
例
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
い
き
が
い
大
学

　

人
生
に
潤
い
を
与
え
、
生
き
が
い
の
あ
る

充
実
し
た
生
活
を
送
る
た
め
、
町
内
に
住
む

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
年
間
10
回
の
各

種
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
座
内
容
…
健
康
管
理
、
伝
統
文
化
、
社
会

　
　

見
学
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　

な
ど

◆
成
人
式

　

毎
年
、
成
人
の
日
に
新
た
に
大
人
の
仲
間

入
り
を
し
た
町
内
の
新
成
人
が
、
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
よ
う
祝
い
励
ま

す
事
業
で
す
。
式
典
進
行
や
そ
の
後
の
交
歓

会
の
企
画
は
、
新
成
人
が
主
に
な
り
運
営
さ

れ
ま
す
。
企
画
に
携
わ
っ
た
新
成
人
か
ら
は
、

「
良
い
思
い
出
に
な
っ
た
」
と
好
評
で
す
。

◆
町
民
文
化
祭

　

毎
年
、
11
月
の
第
１
土
・
日
曜
日
に
中
央

公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
住
民
手
作
り

の
作
品
展
示
や
諸
芸
能
の
発
表
、
模
擬
店
の

出
店
な
ど
を
通
じ
て
、
住
民
相
互
の
親
睦
を

深
め
る
秋
の
一
大
文
化
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ゆ
う
ホ
ー
ル
に
町
立
図
書
館
が
移
転
し
、

10
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
施
設
の
設
備
や
蔵
書

等
の
充
実
を
図
り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
が
利

用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
、
様
々
な
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

　

図
書
館
と
保
健
事
業
が
連
携
し
て
、
３
・

４
か
月
児
健
診
時
に
、
絵
本
の
紹
介
と
無
償

配
布
を
お
こ
な
い
、
早
く
か
ら
本
に
親
し
む

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
の
読
書

　

活
動
の
推
進

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に
向
け
、
学

校
と
の
連
絡
会
の
開
催
や
読
み
聞
か
せ
会
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
、
図
書
の
団
体
貸
し

出
し
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
広
報
紙
「
広
報
く
み
や
ま
」
や

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
新
刊
書
の
紹
介

を
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
施
設
と
し
て
、

ゆ
う
ホ
ー
ル
や
中
央
公
民
館
、
総
合
体
育
館
、

町
民
プ
ー
ル
が
あ
り
、
現
在
は
指
定
管
理
者

制
度
に
よ
り
㈶
久
御
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事

業
団
が
管
理
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て
は
、
10
月
号
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
こ
こ
で
は
、
ゆ

う
ホ
ー
ル
と
中
央
公
民
館
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
ゆ
う
ホ
ー
ル

　

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
幅
広
い
年

齢
層
の
人
が
「
学
び
、
遊
び
、
集
う
」
こ
と

が
で
き
る
体
験
と
交
流
の
中
核
施
設
と
し
て
、

平
成
11
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
情
報
化

社
会
に
備
え
た
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
活
動
や
子
育
て
の
相
談
が
で
き

る
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て

い
ま
す
。

◆
中
央
公
民
館

　

国
際
化
社
会
や
情
報
化
社
会
、
高
齢
化
社

会
、
自
由
時
間
の
増
加
な
ど
社
会
情
勢
に
対

応
し
、
明
る
い
地
域
社
会
の
創
造
と
文
化
に

あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
住
民
が

集
い
学
び
合
う
生
涯
学
習
施
設
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
、
昭
和
50
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　

ゆ
う
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
で
は
、
年
間

を
通
し
て
様
々
な
年
齢
の
人
を
対
象
と
し
た

魅
力
的
な
講
座
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
町
広
報
紙
「
広
報
く
み
や
ま
」
ま
た

は
㈶
久
御
山
町
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
だ
よ

り
「
Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
（
ふ
れ
ん
ど
）」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

★
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
に
！

　

★
図
書
館
の
整
備
充
実

　

★
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
の
管
理
運
営
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行政ニュース 

◆
児
童
扶
養
手
当

　

父
の
い
な
い
家
庭
の
児
童
や
父
が
重
度
障

害
の
状
態
に
あ
る
家
庭
の
児
童
を
、
安
定
し

た
環
境
で
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
育
て
、

そ
の
家
庭
の
経
済
的
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、

児
童
の
母
ま
た
は
母
に
代
わ
っ
て
、
そ
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
受
給
中
の
人
（
支
給
停
止
中
の
人
も

含
む
）
は
、
８
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
送
付
さ

れ
た
現
況
届
と
手
当
証
書
お
よ
び
現
況
届
に

記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
を
提
出
さ
れ
な
い
ま
ま
２
年
が
過

ぎ
る
と
時
効
に
よ
り
受
給
資
格
が
消
滅
し
ま

す
。
ま
た
、
就
労
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
書

類
の
提
出
が
必
要
な
人
も
あ
り
ま
す
の
で
、

説
明
を
よ
く
読
ん
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ

る
児
童
を
、
家
庭
に
お
い
て
養
育
、
介
護
し

て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
所
得
状
況
届
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
８
月
11
日
㈫
か
ら
９
月

10
日
㈭
ま
で
の
間
に
、
手
当
証
書
お
よ
び
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
新
た
に
各
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

認
定
請
求
が
必
要
で
す
。
認
定
請
求
す
る

人
や
扶
養
義
務
者
（
同
居
し
て
い
る
両
親

な
ど
）
の
所
得
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
届
け
出
の
際
に
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課

▼自己負担額・指定医療機関（表１）

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
届
け
出

あいあいホール便り
子育て支援センター

▼あいあい・みるくサロン＆高校生の交流会
　高校生と乳幼児の親子の交流会です。赤ちゃんを抱っこし
たりしてふれあう交流会です。
日時／８月４日㈫～６日㈭　いずれも午前９時 45 分～ 11 時
　　30 分
▼ベビーマッサージ
　天然の植物オイルを使い、赤ちゃんの心とからだをリラッ
クスさせるマッサージをおこないます。
日時／８月 19 日㈬　午前 10 時～ 11 時 30 分
対象／生後２か月からハイハイをするまでの赤ちゃんとその

保護者
費用／１人 300 円
申し込み／同ホールへ。
▼ちいきであそぼ「つどいのひろば」
　今年度から地域の集会所をお借りして、つどいのひろばを
開いています。周辺の人もぜひお越しください。
日時／８月 21 日㈮　午前９時 30 分～ 11 時 50 分
場所／北川顔公会堂

　町では、国民健康保険および後期高齢者医
療の保険加入者を対象に、半日人間ドックと
脳ドックの追加募集をおこないます。
対象／次の条件をすべて満たしている人
　　①国民健康保険または後期高齢者医療保

険に引き続き１年以上加入している人
　　②満 30 歳以上の人（後期高齢者医療制

度の加入者を含む）
　　③入院または妊娠していない人
　　④国民健康保険税または後期高齢者医療

保険料を完納している人
定員／若干名
※申し込み多数の場合は、抽選をおこないま

す。（前年に、抽選に漏れた人を優先します）
受診期間／平成 22 年３月末まで
自己負担額・指定医療機関／下表１のとおり
受診方法／健診利用券を郵送しますので、利

用券が届いたら希望の指定医療機関に予
約し、健診日に利用券を提出してくださ
い。

申し込み・問い合わせ／８月３日㈪から 17
日㈪までの間に、国民健康保険証または
後期高齢者医療保険証と印鑑をご持参の
うえ、国保医療課へ。電話不可

※抽選結果は、８月下旬に通知します。

半日人間ドック
脳 ド ッ クの追加募集

区分 人間ドック・
脳ドック併用

脳ドック 人間ドック

自己
負担額

男性

女性

19,840 円

20,790 円

11,970 円

12,910 円
9,450 円

指定医療機関

京都きづ川病院、第二岡本
病院、宇治徳洲会病院、宇
治武田病院、ほうゆう病院

（婦人科検診を除く）、京都
第一赤十字病院（脳ドック
のみの受診は不可）
※上記は、人間ドックのみ
も可。
南京都病院（脳ドックのみ）

宇治病院、六地蔵総
合病院（婦人科検診
を除く）、都倉病院、
宇治川病院、久御山
南病院（婦人科検診
を除く）、京都工場
保健会（婦人科検診・
胃カメラを除く）

※京都第一赤十字病院での人間ドック・脳ドック同時受診の場
合は、男性 19,210 円、女性 20,160 円となります。
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長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。

vol.131

マルチ商法

　景気の低迷によって、副業に関心を持つ人が増えて
います。それとともに儲け話を持ちかける業者による
悪質商法も増加しています。
　その中でも、学生など若者に被害が多いのがマルチ
商法です。マルチ商法は、販売組織の加入者が知人な
どに商品・サービスを販売し、組織に加入させていく
ことによりマージンが得られるという仕組みの商法で
す。
　この商法はネットワークビジネスとも呼ばれていま
すが、「勧誘するだけで収入になる」などと簡単に収入
が得られるかのように言葉巧みに誘い、結局は商品を
購入させるなどして多額の費用を負担させます。
　いざ活動を始めて見ても、
商売の経験のない人は、結
局売れない商品を抱え、身
近な友人や知人に加入を迫
ることとなり、人間関係を
壊すことが多いようです。

　このように勧誘手段として主に友人・知人を誘うこ
とが多いようですが、最近では携帯電話やインターネ
ットを利用しての手段も増えてきているため、注意が
必要です。
　マルチ商法は、販売方法そのものが禁止されている
商法ではありません。しかしながら、特定商取引法で

「連鎖販売取引」として規制されており、広告規制や契
約書面の交付義務、20 日間のクーリング・オフ制度な
どが定められています。
　簡単な儲け話には必ず落とし穴があります。たとえ、
仲の良い友人からの紹介であっても、きっぱりと断る
勇気が必要です。
　万が一、加入してしまい途中で辞めたいと思ったり、
トラブルに巻きこまれたりしたときは、１人で悩まず、
京都府消費生活安全センター☎ 075（671）0004、京
都府山城広域振興局商工観光室☎ 0774（21）2103ま
たは町産業課へご相談ください。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
、
５
月
31
日
の

世
界
禁
煙
デ
ー
か
ら
始
ま
る
一
週
間
を
「
禁

煙
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

最
愛
の
家
族
の
こ
と
を
考
え
て
、
喫
煙
を

や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
た
く
さ
ん
お

ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
は
、
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
、
相
手
を
よ
く
知
る
こ
と
が
第
一

歩
で
す
。
な
ぜ
、
タ
バ
コ
が
健
康
に
良
く
な

い
の
か
学
び
ま
し
ょ
う
。
タ
バ
コ
に
は
ニ
コ

チ
ン
だ
け
で
な
く
、
健
康
に
害
を
与
え
て
い

る
様
々
な
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

あ
な
た
の
健
康
を
む
し
ば
ん
で
い
る
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
あ
な
た
の
喫
煙
は
、
タ
バ
コ
を

吸
わ
な
い
周
り
の
人
の
健
康
に
も
影
響
し
て

く
る
の
で
す
。

　

妊
娠
中
の
女
性
が
喫
煙
す
る
と
、
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
未
成
年
の
喫
煙
に
関

し
て
、
喫
煙
す
る
子
は
、
し
な
い
子
に
比
べ

て
平
均
身
長
が
低
い
と
い
う
結
果
も
出
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
の
頃
は
誰
も
吸
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

親
の
真
似
を
し
て
、
な
ん
と
な
く
吸
い
始
め
、

や
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
真
似

を
さ
れ
な
い
た
め
に
も
親
が
良
い
手
本
を
示

す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

し
か
も
、
子
ど
も
の
場
合
、
正
し
い
指
導

を
受
け
れ
ば
、
悪
い
習
慣
か
ら
比
較
的
短
時

間
で
抜
け
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
大

人
が
タ
バ
コ
を
や
め
る
の
は
、
そ
れ
ほ
ど
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
心
と
体
は
、
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
と
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
集
中

で
き
な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
が
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
で
す
。

　

タ
バ
コ
を
や
め
る
決
意
を
す
る
。
そ
の
後

は
、
禁
煙
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
先
生
か
ら
正
し
い

指
導
を
受
け
な
が
ら
努
力
す
れ
ば
、
喫
煙
と

い
う
習
慣
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
族
の
励
ま
し
も
成
功
へ
の
鍵
で
す
。

　

み
ん
な
の
協
力
で
、
煙
の
無
い
明
る
い
家

庭
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
参
考　
「
禁
煙
の
奨
め
」
㈶
結
核
予
防
会
顧

問　

島
尾
忠
男
）

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

38

☆
禁
煙
週
間

★
わ
か
っ
て
い
る
け
れ
ど

　

や
め
ら
れ
な
い
タ
バ
コ

★
禁
煙
の
奨
め
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図
書
館

図
書
館

【
問
い
合
わ
せ
】

【
開 

館 

時 

間
】

【
休   

館   

日
】

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
３

火
～
金
曜
日
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

３
日
㈪
・
10
日
㈪
・
17
日
㈪
・
24
日
㈪
・

31
日
㈪
・
９
月
１
日
㈫

■材料（４人分）
127

茄
な す

子の田
でんがく

楽
96㌔カロリー / １人分

「くみやま食暦」作成検討会

なす･････････････････････４本
油･･･････････････････大さじ１
ごま･･･････････お好みで少々

田楽みそ（作りやすい量）
　　みそ･････････････ 400g
　　砂糖･････････････ 120g
　　みりん････････････ 50㏄
　　酒････････････････25cc

作り方 

①　なすは皮を縞状にむいた後、大
きさによって輪切りや縦半分に切り、
水にさらす。

②　皮目に隠し包丁を格子に入れる。
③　油でじっくり焼く。
④　田楽みその材料を合わせ火にかけ、

元のみその固さまで練る。
⑤　なすの上にみそを乗せ、好みでゴ

マを飾り出来上がりです。

＊茄子は昔から縁起のよい物とされ、それ
は、茄子が「成す」と同音で物事を成し
遂げるという願いに繋がると考えられて
いたからです。

　また、さまざまな調理法があることから
人々に親しまれてきました。

＊田楽みそは、残ったものを密閉容器で保
存できます

今
月
の
テ
ー
マ
図
書

∧
平
和
を
願
っ
て
∨

　

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、「
平
和
を
願
っ
て
」
を
テ
ー
マ
に
、オ

ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ス
ス
メ
本

「
な
み
だ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」

松
重
美
人
著

　

元
中
国
新
聞
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
、
原
爆
投
下
直
後
、
自
ら
も
被
爆

し
な
が
ら
も
、そ
の
惨
状
を
撮
影
し
た
５
枚
の
写
真
。
そ
の
中
の
１
枚

の
写
真
に
写
っ
た
女
性
と
の
対
談
を
通
し
て
、
命
の
尊
さ
を
考
え
る
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
い
の
ち
の
水
」
児
童
書

指
田
和
・
文　

野
村
た
か
あ
き
・
絵

　

原
爆
慰
霊
碑
に
50
年
以
上
も
清
水
を
供
え
て
き
た
宇
根
利
枝
さ
ん

の
思
い
…
。
昭
和
20
年
８
月
６
日
の
体
験
を
語
る
。

「
戦
争
が
終
わ
っ
て
も
」
児
童
書

高
橋
邦
典
写
真
・
文

　

西
ア
フ
リ
カ
の
リ
ベ
リ
ア
共
和
国
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
。

銃
を
持
ち
、
戦
い
の
前
線
に
向
か
う
少
年
兵
、
砲
弾
に
よ
り
、
家
族

を
奪
わ
れ
た
少
女
。
内
戦
が
終
わ
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
刻

ま
れ
た
傷
は
癒
え
な
い
。

新
着
図
書
の
紹
介

★
そ
の
と
き
は
そ
の
と
き

（
田
辺
聖
子
著
）

　

老
後
も
死
に
ざ
ま
も
、
そ
の
と
き
は

そ
の
と
き
な
ん
だ
！
エ
ッ
セ
イ
集
「
楽

老
抄
」
第
四
弾
。

★
朝
の
こ
ど
も
の
玩
具
箱

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
著
）

　

人
間
社
会
に
紛
れ
込
ん
だ
狐
が
人
に

恋
す
る
「
孫
の
恋
愛
」
他
、
多
彩
な
六

篇
の
物
語
が
詰
ま
っ
た
小
説
集
。

★
ほ
ん
ち
ゃ
ん（ス

ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ
作
）

　

本
の
子
ど
も
の
ほ
ん
ち
ゃ
ん
は
、
た

だ
い
ま
修
業
中
。
ど
ん
な
本
に
な
る
か

ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
本

な
ら
ず
っ
と
大
事
に
し
て
も
ら
え
る
か

な
。

★
恐
竜
が
く
れ
た
夏
休
み

（
は
や
み
ね
か
お
る
作
）

 

絶
滅
し
た
は
ず
の
恐
竜
が
、
学
校
の

プ
ー
ル
に
現
れ
た
。
恐
竜
ロ
ロ
と
子
ど

も
達
と
の
ひ
と
夏
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。

「
京
都
府
子
ど
も
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト
」
入
賞
作
品
展

　

８
回
目
と
な
る
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
子
ど
も
読
書
の

日
」（
４
月
23
日
）
の
啓
発
事
業
と
し
て
、
府
教
育
委
員
会
と

府
図
書
館
協
議
会
の
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
、
府
内
各
地
か
ら

１
９
，
０
０
０
点
を
超
え
る
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
で
は
、
入
賞
作
品
３
６
２
点
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期
間
／
８
月
８
日
㈯
～
14
日
㈮

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
展
示
ロ
ビ
ー

（みその３割）



12
広報くみやま平成 21 年 8 月 1 日

2009
August 8

定額給付金等の申請手続きはお済みですか？まだの人は、９月24日㈭までに手続きを！

医療法人
八仁会

TEL 075(631)2261   FAX 075(631)2581
E-mail:minamihp@hkg.odn.ne.jp     http://www.odn.ne.jp/minamihp

久御山南病院
訪問リハビリテーション
〒 613-0042　久御山町坊之池坊村中 28 理事長　南　　八王

ケアモール医療法人八仁会
〒 613-0043　久御山町島田堤外 31 番地（役場近く）
ケ ア リ ビ ン グ く み や ま
久御山南病院　居宅介護支援センター

「あおぞら」訪問看護ステーション

TEL 075(633)5621   FAX 075(633)5627
TEL 075(632)6118   FAX 075(632)6134
TEL 075(631)8860   FAX 075(631)8986

社会福祉法人 八康会
特別養護老人ホーム 楽生苑

理事長　南　　八王〒 613-0042　久御山町坊之池坊村中 66
TEL 075(632)1094    FAX 075(632)1097
◦介護老人福祉施設　◦ケアハウス　◦通所介護事務所
◦ショートステイ　　◦久御山町地域包括支援センター

居宅介護支援事業所東楽生苑・ヘルパーステーション
〒 613-0033　久御山町林北畑 105 番地　久御山団地 17 棟 103 号

TEL 0774(41)1470    FAX 0774(41)1471

　

明
る
い
選
挙

　

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語

　

町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る

く
正
し
い
選
挙
と
投
票
参
加
を
啓
発
す
る
ポ

ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
選
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
町
内
在
住
・
在
学
の
人

応
募
規
格
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
４
つ
切
り
ま
た

は
８
つ
切
り
白
画
用
紙
で
、
色
彩
、
標

題
は
自
由
。
標
語
は
、
お
お
む
ね
20
文

字
以
内
で
自
作
、未
発
表
の
も
の
。（
そ

れ
ぞ
れ
応
募
は
、
１
人
１
点
に
限
る
）

そ
の
他
／
①
第
１
次
審
査
で
入
選
作
品
を
選

び
、
入
選
作
品
の
な
か
か
ら
優
秀
作
品

を
京
都
府
の
第
２
次
審
査
に
出
品
し
ま

す
。　

②
応
募
作
品
は
、
明
る
い
選
挙

推
進
の
た
め
の
啓
発
活
動
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　

③
標
語
作
品
に

つ
い
て
は
、
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
９
月
11
日
㈮
ま
で
に
、

ポ
ス
タ
ー
は
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）
を
、

標
語
は
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
官
製

は
が
き
の
裏
面
に
、
作
品
と
住
所
・
氏

名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）
を
ご
記

入
の
う
え
、
広
報
行
政
課
へ
。

※
町
立
小
・
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児
童

　

・
生
徒
は
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
族
介
護
者
交
流
事
業

　

ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
８
月
25
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
２

時

場
所
／
議
会
棟
４
階
特
別
会
議
室

対
象
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
、
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る

人

内
容
／
カ
ラ
フ
ル
な
砂
に
観
葉
植
物
な
ど
を

寄
せ
植
え
を
す
る
学
習
会
と
交
流
会

定
員
／
先
着
15
人

費
用
／
１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
11
日
㈫
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可

　

省
エ
ネ
対
策
学
習
会

　
（
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
）

　

ゴ
ー
ヤ
な
ど
を
栽
培
し
て
、
緑
の
カ
ー
テ

ン
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
緑
の
カ
ー

テ
ン
は
、
植
物
の
蒸
散
効
果
で
建
物
の
温
度

の
上
昇
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

　

町
で
は
、
ゴ
ー
ヤ
を
使
っ
た
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
を
お
こ
な
い
ま
す
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
、
エ
コ
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

日
時
／
９
月
１
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
１

時

場
所
／
中
央
公
民
館

対
象
／
町
内
在
住
で
地
球
温
暖
化
問
題
（
省

エ
ネ
対
策
）
に
関
心
の
あ
る
人

内
容
／
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
（
試
食
）

定
員
／
先
着
20
人

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具
な
ど

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
20
日
㈭
ま

で
に
、
環
境
保
全
課
へ
。

　

犬
の
し
つ
け
方
教
室

　

山
城
北
犬
の
適
正
飼
養
推
進
連
絡
協
議
会

で
は
、
飼
い
主
の
意
識
向
上
と
、
人
と
動
物

が
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
犬
の

し
つ
け
方
教
室
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
①
講
習
…
９
月
３
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分　

②
実
技
…
９
月
10

日
㈭
・
17
日
㈭
・
24
日
㈭　

い
ず
れ
も

　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

場
所
／
①
宇
治
公
民
館
（
宇
治
市
宇
治
里
尻

71
︱
９
）　

②
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
　
（
宇
治
市
木
幡
北
島
10
）

対
象
／
町
内
在
住
で
、
ア
６
か
月
か
ら
２
歳

未
満
の
健
康
で
攻
撃
性
の
な
い
飼
い
犬

（
登
録
・
注
射
済
）
を
同
伴
で
参
加
で

き
る
人　

イ
飼
い
主
の
み
で
参
加
で
き

る
人

定
員
／
各
先
着
ア
10
人
程
度　

イ
20
人
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
17
日
㈪
か

ら
21
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
府
山
城
北
保

健
所
☎
０
７
７
４
（
２
１
）
２
９
１
２

へ
。
電
話
可
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男女共同参画推進のための
標語入選作品　＝敬称略＝

一般の部　最優秀
「女

ひと

と男
ひと

　つながる笑顔に　明るい久御山」　神村　凌三

　

自
然
観
察
会

　

親
子
で
水
辺
の
植
物
を
観
察
し
ま
せ
ん
か
。

記
念
品
と
し
て
カ
ー
ド
ル
ー
ペ
や
採
取
し
た

草
花
の
標
本
、
缶
バ
ッ
ジ
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時
／
８
月
17
日
㈪　

午
前
９
時
～
11
時
30

分

※
中
央
公
民
館
前
に
は
午
前
８
時
20
分
、
総

合
体
育
館
前
に
は
午
前
８
時
35
分
に
集
合

し
、
町
の
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。
現
地
集

合
可

場
所
／
巨
椋
池
排
水
機
場
周
辺
水
路

対
象
／
町
内
在
住
で
保
護
者
同
伴
の
小
・
中

学
生
（
中
学
生
は
保
護
者
な
し
で
も
参

加
で
き
ま
す
）

内
容
／
草
花
の
調
査
・
観
察

定
員
／
30
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
３
日
㈪
か

ら
、
環
境
保
全
課
へ
。

　

お
も
ち
ゃ
病
院

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち

に
「
も
の
を
大
切
に
す
る
心
」、「
科
学
す
る

心
」
を
育
ん
で
も
ら
う
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
お
こ
な
う
お

も
ち
ゃ
病
院
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
８
月
22
日
㈯　

午
後
３
時
～
６
時

場
所
／
中
央
公
民
館

募
集
個
数
／
30
個
（
１
人
１
個
ま
で
）

※
お
も
ち
ゃ
の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
／
修
理
代
は
原
則
無
料
で
す
が
、
電

池
代
な
ど
の
実
費
を
頂
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
当
日
、
時
間
内
に
修
理
で
き
な

い
場
合
、
お
預
か
り
し
て
後
日
お
返
し

し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
３
日
㈪
か

ら
21
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
同
協
議
会
へ
。

　

自
衛
官
な
ど

種
目
／
①
防
衛
大
学
校
学
生
・
推
薦　

②
防

衛
大
学
校
学
生
・
一
般　

③
防
衛
医
科

大
学
校
学
生　

④
看
護
学
生

対
象
／
①
～
③
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳

未
満
の
人　

④
高
卒
（
見
込
み
含
む
）

24
歳
未
満
の
人

受
付
期
間
／
①
９
月
５
日
㈯
～
９
日
㈬　

②

～
④
９
月
７
日
㈪
～
10
月
２
日
㈮

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
宇
治
地
域
事
務

所
（
宇
治
市
広
野
町
西
裏
１
０
０
︱
30

　
　

コ
メ
ウ
ビ
ル
２
階
）
☎
０
７
７
４
（
４

　
　

４
）
７
１
３
９
へ
。

　

敬
老
会

　

み
な
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
記
念
式
典
の
あ
と
、
酒
井
く
に

お
・
と
お
る
の
漫
才
や
内
海
英
華
の
女
道
楽
、

豊
来
家
玉
之
助
の
太
神
楽
曲
芸
な
ど
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　

対
象
者
へ
の
案
内
通
知
は
お
こ
な
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
会
場
へ
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広
報
く
み
や
ま
９
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
／
９
月
15
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
４

時
15
分

場
所
／
中
央
公
民
館

対
象
／
数
え
年
で
70
歳
以
上
の
人

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課

　

献
血
に
ご
協
力
を

　

献
血
は
、
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
献
血

カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
４
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
16
～
18
歳
の
人
は
２
０
０
㎖
の
み
、
ま
た

65
歳
以
上
の
人
は
60
～
64
歳
の
間
に
献
血

経
験
が
あ
る
場
合
に
限
り
献
血
可
能

日
時
／
８
月
５
日
㈬　

午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
ま
た
は
京
都
府

　
　

赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
５
（
５

　
　

３
１
）
０
１
１
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

支
払
い
方
法
の
変
更

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、
本

年
４
月
よ
り
公
的
年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た

だ
い
て
い
る
人
ま
た
は
本
年
10
月
よ
り
公
的

年
金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
予
定
に
な
っ

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
金
融
機
関

に
口
座
振
替
を
依
頼
さ
れ
た
後
、
国
保
医
療

課
の
窓
口
で
申
請
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
を

口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
請
後
、
速
や
か
に
10
月
分
の
公
的
年
金

か
ら
の
お
支
払
い
を
中
止
す
る
手
続
き
を

お
こ
な
い
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
し
て
い

　

た
だ
い
た
時
期
に
よ
り
、
12
月
以
降
か
ら

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

老
人
医
療
制
度

　

京
都
府
で
は
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

を
対
象
に
、
老
人
医
療
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。

　

こ
の
制
度
は
、
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保

険
（
国
民
健
康
保
険
、社
会
保
険
な
ど
）
に
加

え
て
ご
利
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
該
当
す

る
人
は
、
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が

１
割
（
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
３

割
）
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、こ
の
制
度
に
は
所
得
制
限
、扶
養

制
限
な
ど
が
あ
る
た
め
、
申
請
い
た
だ
い
て

も
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課

　

経
営
活
性
化
講
演
会

　

町
内
商
工
業
者
の
知
識
と
教
養
を
高
め
、

商
工
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
講
演
会
を

開
き
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
お
誘
い
合
わ

せ
の
う
え
、
多
数
お
越
し
下
さ
い
。

日
時
／
９
月
９
日
㈬　

午
後
７
時
か
ら

場
所
／
役
場
庁
舎
５
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

　
　

ー
ル

内
容
／
演
題
…
「
不
況
の
な
か
躍
進
す
る
企

業
経
営
」、講
師
…
釜
な
り
や
専
務
取
締

役　

大
西
大
三
さ
ん

問
い
合
わ
せ
／
産
業
課
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広報くみやま平成 21 年 8 月 1 日

男女共同参画推進のための
標語入選作品　＝敬称略＝

一般の部　優秀
「男と女　役割かわって　分かり合う」　藤岡　豊子

　

火
葬
料
補
助
金
制
度

　

町
で
は
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
ま
た
は

外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
が
、

死
亡
ま
た
は
死
産
（
妊
娠
第
４
か
月
以
上
の

死
胎
を
含
む
）
し
、火
葬
さ
れ
た
場
合
に
、そ

の
費
用
の
一
部
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
て

い
ま
す
。

申
請
期
限
／
火
葬
が
許
可
さ
れ
た
日
か
ら
６

か
月
以
内

対
象
／
火
葬
を
お
こ
な
っ
た
人

必
要
書
類
等
／
火
葬
を
お
こ
な
っ
た
認
証
の

あ
る
火
葬
許
可
証
の
写
し
、領
収
書
、通

帳
の
写
し
（
振
込
口
座
の
口
座
番
号
な

ど
の
確
認
で
き
る
も
の
）、
印
鑑

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
へ
。

　

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

　

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、

中
学
校
を
卒
業
で
き
な
い
人
で
、
中
学
校
卒

業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
か
を
認
定
す
る
た

め
の
試
験
で
す
。

　

合
格
し
た
人
に
は
、
高
等
学
校
の
入
学
資

格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

試
験
日
／
11
月
４
日
㈬

試
験
場
／
京
都
府
教
育
庁
別
室
（
３
号
館
３

階
）

願
書
受
付
期
間
／
８
月
21
日
㈮
～
９
月
８
日

㈫

出
願
方
法
／
受
験
希
望
者
が
直
接
文
部
科
学

省
に
出
願

問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課

　

子
ど
も
広
場

　

町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
手
作

り
遊
び
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
子
ど

も
広
場
を
開
き
ま
す
。

日
時
／
８
月
22
日
㈯　

午
後
３
時
～
６
時

場
所
／
役
場
駐
車
場
・
中
庭
広
場

内
容
／
環
境
・
健
康
・
縁
日
・
ふ
れ
あ
い
・

飲
食
（
軽
食
）・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
コ
ー

ナ
ー

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
、
火
災
発
生
に

よ
っ
て
生
じ
る
煙
あ
る
い
は
熱
を
感
知
し
、

警
報
音
や
音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら

す
た
め
、
平
成
16
年
６
月
に
消
防
法
が
改
正

さ
れ
、
住
宅
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
火
災
予
防
条
例
も
、
新
築
の
住
宅

は
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅

（
平
成
18
年
６
月
１
日
時
点
で
現
に
お
住
ま

い
の
住
宅
）
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
５
月
末

日
ま
で
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、

一
日
も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
設
置
に
伴
い
消
防
署
か
ら
訪
問
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
悪
質
な
訪
問

販
売
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
は
、

原
則
と
し
て
３
年
以
内
ご
と
に
、
都
道
府
県

知
事
が
お
こ
な
う
危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保

安
に
関
す
る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

日
時
／
10
月
８
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

場
所
／
城
陽
市
消
防
本
部
（
城
陽
市
富
野
久

保
田
）

定
員
／
90
人

申
請
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
31
日
㈪
か
ら
９

月
４
日
㈮
ま
で
の
い
ず
れ
も
午
前
９
時

～
午
後
４
時
30
分
（
正
午
～
午
後
１
時

を
除
く
）
ま
で
の
間
に
、
町
消
防
本
部

に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
㈳
京
都
府
危
険
物
安

全
協
会
連
合
会
（
京
都
市
上
京
区
西
洞

　
　

院
通
下
立
売
上
ル
）
☎
０
７
５
（
４
１

　
　

５
）
０
０
３
８
へ
。

　

下
水
道
工
事
に
ご
協
力
を

　

公
共
下
水
道
整
備
の
た
め
、
次
の
場
所
で

下
水
道
管
敷
設
工
事
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
付
近
の
人
や
通
行
さ
れ
る
み

な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課

　

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク

　

京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
な
ど
を
対

象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

期
間
／
平
成
21
年
11
月
～
平
成
22
年
３
月

場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院

対
象
／
府
内
在
住
で
母
子
家
庭
の
母
親
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

寡
婦
で
、
４
月
１
日
現
在
65
歳
未
満
の

人

定
員
／
89
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
３
日
㈪
か

ら
９
月
４
日
㈮
ま
で
の
間
に
、
社
会
福

祉
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
、
住
所
を
記
入
し

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て

府
山
城
北
保
健
所
☎
０
７
７
４（
２
１
）

２
１
０
２
へ
。

▼田井処理分区（中島地区）

工期は、平成 22 年３月下旬まで

▼田井処理分区（森地区他）

工期は、平成 21 年 12 月下旬まで
スマッシー
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広報くみやま平成 21 年 8 月 1 日

男女共同参画推進のための
標語入選作品　＝敬称略＝

一般の部　優秀
「家庭内　共働　共助で　笑顔がこぼれる」　田畑　綾子

　

や
ま
し
ろ
農
産
物
直
売
フ
ェ
ア

日
時
／
８
月
29
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
３

時

場
所
／
文
化
パ
ル
ク
城
陽

内
容
／
山
城
地
域
の
直
売
所
・
生
産
者
グ
ル

　
　

ー
プ
に
よ
る
農
産
物
の
即
売
、試
食
、展

示
な
ど

※
久
御
山
町
農
産
物
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」

も
出
店
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
☎

　
　

０
７
７
４
（
２
１
）
３
２
２
９

　

難
病
相
談
（
膠
原
病
）

日
時
／
８
月
26
日
㈬　

午
後
１
時
～
３
時
30

分

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

対
象
／
膠
原
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ
る
人

や
そ
の
家
族

※
膠
原
病
…
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
全
身
性
エ

リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
強
皮
症
、
多
発
性
筋

炎
、
慢
性
（
悪
性
）
関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言

担
当
医
師
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
糖
尿
病

　
　

・
内
分
泌
・
リ
ウ
マ
チ
科
部
長　

福
田

　
　

亙
医
師

定
員
／
６
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
11
日
㈫
か

ら
、
電
話
で
同
保
健
所
０
７
７
４
（
２

　
　

１
）
２
９
１
１
へ
。

　

視
覚
相
談
会

　

最
近
見
え
に
く
く
な
っ
て
、
読
み
書
き
が

不
便
だ
っ
た
り
、
急
に
階
段
が
あ
っ
て
び
っ

く
り
し
た
り
、
夕
方
暗
く
な
る
と
足
元
が
不

安
だ
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

目
が
見
え
に
く
い
人
や
見
え
な
い
人
、
そ

し
て
家
族
の
た
め
に
、
福
祉
制
度
や
用
具
の

利
用
、
ま
た
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

場
所
／
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
八
幡
市
八

幡
高
畑
５
︱
３
）

内
容
／
日
常
生
活
に
つ
い
て
の
個
別
相
談
、

見
え
に
く
い
人
の
た
め
の
機
器
や
道
具

な
ど
の
紹
介
や
ア
ド
バ
イ
ス

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
身
体
障

害
者
更
生
相
談
所
☎
０
７
７
４（
５
５
）

４
１
１
９
へ
。

　

大
久
保
駐
屯
地
盆
踊
り
大
会

日
時
／
８
月
６
日
㈭　

午
後
６
時
～
９
時

場
所
／
大
久
保
駐
屯
地

内
容
／
音
楽
演
奏
、
歌
謡
シ
ョ
ー
、
盆
踊
り
、

模
擬
売
店

問
い
合
わ
せ
／
同
駐
屯
地
広
報
室
☎
０
７
７

　
　

４
（
４
４
）
０
０
０
１

※
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

町
総
体
剣
道
大
会

日
時
／
９
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

場
所
／
総
合
体
育
館

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
お
よ
び

連
盟
登
録
者

試
合
方
法
／
個
人
戦
…
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
一
般
の
部

費
用
／
小
・
中
・
高
校
生
５
０
０
円
、
一
般

１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
16
日
㈰
ま

で
に
、体
育
協
会
事
務
局（
総
合
体
育
館

内
）
ま
た
は
町
剣
道
連
盟
事
務
局
（
坂

　
　

さ
ん
宅
）
☎
０
７
７
４
（
４
１
）
６
４

　
　

１
０
へ
。

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

競
技
の
普
及
と
技
術
向
上
の
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
／
９
月
３
日
㈭
・
10
日
㈭
・
17
日
㈭
・

10
月
１
日
㈭
・
８
日
㈭　

い
ず
れ
も
午

後
７
時
～
９
時

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

定
員
／
先
着
20
名

費
用
／
２
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
８
月
23
日
㈰
ま

で
に
、
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育

館
内
）
へ
。
電
話
不
可

︿
申
し
込
み
と
費
用
﹀

　

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
、
８
月
９
日
㈰
（
９
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
８
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
教
室

▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン

　
（
エ
ク
セ
ル
編
Ⅱ
）

日
時
／
８
月
19
日
㈬
・
21
日
㈮
・
26
日
㈬
・

28
日
㈮【
４
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時
～

９
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
表
や
グ
ラ
フ
・
計

算
等
の
応
用
機
能
を
学
習
し
ま
す
。

定
員
／
16
人

費
用
／
３
，
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）

　

童
謡
を
楽
し
む
会

日
時
／
８
月
26
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。

　

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

日
時
／
８
月
19
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４

　
　

時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
映
画
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
ま
す
。

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

ゆ
う
ホ
ー
ル

申
し
込
み
は
８
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
５
）
０
０
０
２

休
館
日　

毎
週
月
曜
日

ス
ポ
ー
ツ
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10

　

漢
字
出
直
し
塾

日
時
／
８
月
14
日
㈮
・
28
日
㈮　

い
ず
れ
も

午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。

定
員
／
各
30
人（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）

費
用
／
１
０
０
円

　

大
人
木
工
教
室 

日
時
／
８
月
29
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
木
を
使
っ
て
カ
ー
ド
入
れ
を
作
り
ま

す
。

※
７
月
と
同
じ
内
容
で
す
。

定
員
／
６
人

費
用
／
６
０
０
円

　

週
末
の
星
空
観
察
会 

日
時
／
①
８
月
15
日
㈯　

午
後
７
時
30
分
～

８
時
30
分　

②
29
日
㈯　

午
後
８
時
～

９
時
（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で
）

※
８
月
15
日
㈯
の
午
後
６
時
30
分
か
ら
７
時

30
分
ま
で
、「
親
子
天
体
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
で
、
①
「
月

と
木
星
」　

②
「
木
星
と
夏
の
星
座
」
の

観
察
を
し
ま
す
（
雨
天
・
曇
り
の
場
合

は
中
止
）

　

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー 

日
時
／
８
月
７
日
㈮　

午
前
８
時
50
分
～
午

後
５
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
バ
ス
で
名
古
屋
港
水
族
館
へ
行
き
ま

す
。

※
７
月
と
同
じ
内
容
で
す
。

定
員
／
30
人

費
用
／
１
，
５
０
０
円

　

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会 

日
時
／
８
月
９
日
㈰　

将
棋
の
部
…
午
前
９

時
30
分
～
正
午
、
オ
セ
ロ
の
部
…
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

※
保
護
者
等
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

内
容
／
将
棋
・
オ
セ
ロ
の
大
会
で
す
。

定
員
／
各
種
目
24
人

　

親
子
で
工
作
教
室 

日
時
／
８
月
15
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

内
容
／
木
を
使
っ
て
カ
ー
ド
入
れ
を
作
り
ま

す
。

※
７
月
と
同
じ
内
容
で
す
。

定
員
／
８
組 

費
用
／
子
ど
も
１
人
当
た
り
４
０
０
円　

小
学
生
工
作
教
室

日
時
／
８
月
12
日
㈬　

①
午
前
９
時
～
正
午

②
午
後
２
時
～
５
時
、
13
日
㈭　

③
午

前
９
時
～
正
午　

④
午
後
２
時
～
５
時

※
①
～
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

内
容
／
木
を
使
っ
て
カ
ー
ド
入
れ
を
作
り
ま

す
。

※
７
月
と
同
じ
内
容
で
す
。

定
員
／
各
10
人

費
用
／
４
０
０
円

　

小
学
生
（
高
学
年
）
工
作
教
室 

日
時
／
８
月
11
日
㈫　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
通
学
路
に
置
く
「
飛
び
出
し
注
意
看

板
」
を
制
作
・
修
理
し
ま
す
。

定
員
／
12
人

　

リ
コ
ー
ダ
ー
で
あ
そ
ぼ
う

日
時
／
８
月
20
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30

分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

内
容
／
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
く
演

奏
し
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

た
の
し
い
折
り
紙
教
室

日
時
／
８
月
29
日
㈯　

午
後
２
時
～
３
時

対
象
／
町
内
在
住
で
３
歳
以
上
の
幼
児
・
小

学
生
と
保
護
者

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

定
員
／
20
組

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

日
時
／
８
月
29
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

定
員
／
20
人

　

開
館　

 

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

日
時
／
①
８
月
５
日
㈬　

②
８
月
６
日
㈭　

い
ず
れ
も
午
前
の
部
…
午
前
10
時
～
正

午
、
午
後
の
部
…
午
後
２
時
～
４
時

対
象
／
幼
児
（
３
歳
以
上
）
も
保
護
者
同
伴

で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
な
る
べ
く

親
子
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

内
容
／
①
サ
イ
エ
ン
ス
屋
台
村
…
サ
イ
エ
ン

ス
シ
ョ
ー
に
参
加
し
た
り
、
楽
し
い
科

学
実
験
を
体
験
し
た
り
で
き
ま
す
。

　
　

②
も
の
づ
く
り
屋
台
村
…
か
ん
た
ん
な

紙
工
作
、
木
工
作
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
こ

の
10
年
間
に
人
気
の
あ
っ
た
作
品
が
屋

台
に
並
び
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

日
時
／
９
月
27
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15
歳
以

上
の
人
お
よ
び
体
育
館
利
用
者
で
４
～

７
人
編
成
の
チ
ー
ム（
中
学
生
を
除
く
）

定
員
／
30
チ
ー
ム

費
用
／
１
チ
ー
ム

１
，
０
０
０
円

申
し
込
み
／
９
月

24
日
㈭
ま
で

に
同
館
へ
。

総
合
体
育
館

申
し
込
み
は
８
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
７
４
（
４
４
）
３
７
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
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ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　

使
用
講
習
会
＆
相
談
日

日
時
／
８
月
６
日
㈭
・
10
日
㈪
・
18
日
㈫
・

27
日
㈭　

午
後
７
時
～
７
時
40
分　

８

月
２
日
㈰
・
８
日
㈯
・
16
日
㈰
・
23
日

㈰　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

※
い
ず
れ
か
一
日
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

定
員
／
各
先
着
15
人

費
用
／
５
０
０
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）

　

秋
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室 

日
時
／
９
月
３
日
か
ら
10
月
29
日
（
10
月
22

日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
【
８

回
コ
ー
ス
】　

午
後
１
時
30
分
～
２
時

45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
松
本
邦
子
さ
ん

定
員
／
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　
（
夜
間
の
部
） 

日
時
／
９
月
３
日
か
ら
10
月
22
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時

～
８
時

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
木
場
敦
子
さ
ん

定
員
／
30
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル

　

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
（
夜
間
の
部
） 

日
時
／
９
月
14
日
か
ら
11
月
16
日
（
９
月
21

日
・
10
月
12
日
を
除
く
）
ま
で
の
毎
週

月
曜
日
【
８
回
コ
ー
ス
】　

午
後
７
時
30

分
～
８
時
45
分

対
象
／
15
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）

講
師
／
高
橋
恭
子
さ
ん

定
員
／
40
人

費
用
／
２
，
８
０
０
円

　

季
節
の
お
菓
子
教
室

日
時
／
８
月
10
日
㈪　

午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18
歳
以
上
の
人

内
容
／
季
節
の
果
物
を
使
っ
て
レ
ア
チ
ー
ズ

ケ
ー
キ
と
ひ
ん
や
り
デ
ザ
ー
ト
の
作
り

方
を
学
び
ま
す
。

※
試
食
時
に
フ
ル
ー
ト
の
生
演
奏
を
し
ま
す
。

講
師
／
藤
井
敏
江
さ
ん

定
員
／
16
人

費
用
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん

　

親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
料
理
）

日
時
／
８
月
21
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生
と
保
護

者

内
容
／
親
子
で
お
手
軽
料
理
に
挑
戦
し
ま
す
。

講
師
／
料
理
サ
ー
ク
ル「
ク
ッ
ク
ピ
ー
プ
ル
」

さ
ん

定
員
／
15
組

費
用
／
１
組
６
０
０
円

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ
き
ん

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

８
月
11
日
㈫　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

８
月
４
日
㈫
・
25
日
㈫　

い
ず
れ
も
午
前
10

時
～
午
後
１
時

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
）

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

８
月
13
日
㈭
・
27
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談

相
談
専
用
電
話
☎
０
７
５
（
６
３
１
）
３
４

２
１

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協

議
会
）

８
月
13
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

８
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
司
法
書
士
無
料
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議

会
）

８
月
20
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時
30
分　

地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

先
着
６
人
（
要
予
約
）

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。

【
連
絡
先
】

町
社
会
福
祉
協
議
会

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】

▽
車
い
す

中
央
公
民
館

申
し
込
み
は
８
月
１
日
㈯　

午
前
９
時
か
ら

☎
０
７
５
（
６
３
１
）
１
０
０
０

休
館
日　

毎
週
水
曜
日

町
の
人
口（
前
月
比
／
減
32
人
）

総人口
男　性
女　性
世帯数

17 ,006 人　
8 ,457 人　
8 ,549 人　
6 ,812 世帯

出　生
死　亡
転　入
転　出

15 人　
11 人　
47 人　
83 人　

〈７月１日現在〉 

〈６月中の動き〉 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
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保健予防のコーナー 

御牧保育所  ☎・　075（631）2475

町体育協会（町総合体育館内）
☎0774（44）2205　 0774（44）2203

消 防 本 部  ☎631-1515
　 syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5382

会 計 課  ☎631-9932/45-3909
　 kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）1899

議会事務局  ☎631-9996/45-0105
　 gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）3000

下 水 道 課  ☎631-9990/45-3920
　 gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

水 道 課  ☎631-9987/45-3919
　 suidou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 0774（46）0086

社会教育課  ☎631-9980/45-3918
　 syakai@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

あいあいホール
☎0774（41）2263　 0774（41）2283

いきいきホール
☎0774（41）3466　 0774（44）1199

荒　見　苑
☎0774（44）3405　 0774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会）
☎075（631）0022　 075（632）3001

佐山保育所  ☎・　0774（43）2970

宮ノ後保育所  ☎・　0774（43）4906

宇治警察署  ☎0774（21）0110

山城広域振興局 宇治総合庁舎
☎0774（21）2101　 0774（21）2106

山城北保健所
☎0774（21）2191　 0774（21）6215

10 か月児健診（7 月13日）で
見つけたかわいい笑顔です。

予 防 接 種 
予 防 接 種 名 日（曜） 受付時間 対 象 ・ 接 種 方 法

※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。

母 子 保 健
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

健　  診 ・ 相　  談
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対 象 内 容

成 人 歯 科 健 診 19 日㈬ 午後1時〜1時30分 歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導

40 歳以上の人・ 
妊婦 

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 問い合わせ／
長寿健康課 

2 歳 6 か月児歯科健診 19 日㈬ 午後1時20分〜1時40分
歯科医師による健康診査、予
防指導、身体的・精神的な発
達指導

平成19年1月生まれ

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種 25 日㈫ 午後1時40分〜1時55分 ・3 か月以上 6 か月未満の乳児
（3 〜 4 か月児健診対象者は健診時に接種）

乳 幼 児 相 談 20 日㈭ 午前9時30分〜10時30分
ことば・しつけ・栄養などの
相談

乳　幼　児

1 歳 8 か月児健診 21 日㈮ 午後1時20分〜2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成19年11月生まれ

1 0 か 月 児 健 診 24 日㈪ 午後1時20分〜1時50分
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導

平成20年9月生まれ

3 ～ 4 か 月 児 健 診 25 日㈫ 午後1時20分〜2時
医師による健康診査、ＢＣＧ
予防接種、離乳・保育・栄養
などの指導、ブックスタート

平成21年4月生まれ

3 歳 児 健 診 28 日㈮ 午後1時20分〜2時
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指
導

平成18年1月生まれ
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環境保全のコーナー 

8 月のごみ・し尿収集日 

町公共機関電話番号等 

■久御山町役場（代表）
☎ 075（631）6111/0774（45）0001
　 075（632）1899

■各課別ダイヤルイン等
総 務 課  ☎631-9991/45-3922
　 soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

企画財政課  ☎631-9992/45-3924
　 kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp
　 075（632）1899

広報行政課  ☎631-9993/45-3926
　 koho@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（632）1899

国保医療課  ☎631-9913/45-3906
　 kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

学校教育課  ☎631-9974/45-3917
　 gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6129

住 民 課  ☎631-9904/45-3905
　 jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

都市計画課  ☎631-9966/45-3915
　 tokei@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

長寿健康課  ☎631-9903/45-3904
　 tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

産 業 課  ☎631-9964/45-3914
　 sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

社会福祉課  ☎631-9902/45-3902
　 hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 
　 075（631）1807

建設整備課  ☎631-9961/45-3912
　 kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（631）6149

税 務 課  ☎631-9926/45-3908
　 zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5933

環境保全課  ☎631-9917/45-3907
　 kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp  
　 075（632）5558

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
市田・鈴間・田井・荒見・下
津屋・下津屋サンハイツ・島
田・東島田・森・坊之池・野村・
村東 

久御山団地 

松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・ハイツ西宇治・清水・
林・西武西林・ミサワ林・大橋
辺・北川顔・藤和田・近協パレ
ス・中島・西一口・東一口・相島・
下津屋団地・東佐山団地・久御
山団地 

佐古・新開地・佐山・籾池・双栗・
松陽台・サンタウン佐山・佐山
サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄
３・４丁目・清水・林・西武西
林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ
ンハイツ・下津屋団地・大橋辺・
北川顔・藤和田・近協パレス・
島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中島・
西一口・東一口・相島 

東佐山団地・久御山団地 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ
の翌日）に、城南衛生管理組合☎ 075（631）5171 へ連絡してください。

藤和田・島田・東島田・東一口（国道１
号以東）・森（国道１号以東）・野村・村東・
佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田井・
荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池・森（国道１号以西）・
西一口・中島・相島 

東一口（国道１号以西） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

燃やすごみ 

月・木 

火・水・金 

火・金 

燃やさないごみ 

月

火 

水 

木 

金 

リサイクルごみ
缶 類
ペットボトル
紙 パ ッ ク

使用済みてんぷら油
12 日（第 2 水曜日）

び ん 類
発泡食品トレー
発泡スチロール

5 日
（第 1 水曜日）

19 日
（第 3 水曜日）

12 日
（第 2 水曜日）

26 日
（第 4 水曜日）

※簡単な水洗いをして、分別し  
中身の見える袋に入れて出し  
てください。 

※びん・ペットボトルは、必ず
ふたをはずしてください。

※公会堂等の指定場所に油の入っ
ていた容器等で出してください。

し 　 尿 

5 日㈬
31 日㈪

6 日㈭
9 月 1 日㈫

11 日㈫
9 月 4 日㈮

7 日㈮
9 月 2 日㈬



20
久御山町役場　〒６１３-８５８５  京都府久世郡久御山町島田ミスノ38番地  編集  総務部広報行政課

淀川渡船所跡（東一口）第二章 宇治川の変遷（７）
　

東
一
口
の
渡
し
舟

　

東
一
口
が
新
宇
治
川
に
開
設
し
た
渡

し
舟
の
渡
船
場
は
、
東
一
口
西
端
の
桜

並
木
道
を
経
て
、
新
宇
治
川
に
並
行

し
て
造
成
さ
れ
た
巨
椋
池
運
河
の
白
橋

を
渡
る
。
こ
の
運
河
は
、
宇
治
川
付
け

替
え
工
事
後
、
完
全
に
分
離
し
た
巨
椋

池
の
悪
水
排
除
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た

水
路
で
、
宇
治
川
・
木
津
川
合
流
点
ま

で
導
き
、
そ
の
吐
出
口
に
樋
門
を
設
け

て
洪
水
時
の
逆
流
を
防
止
す
る
と
い
う
、

水
郷
の
村
々
に
と
っ
て
重
要
な
運
河
で

あ
っ
た
。運
河
の
川
幅
は
一
〇・
九
メ
ー

ト
ル
、
木
津
川
の
御
幸
橋
北
詰
に
設
け

ら
れ
た
樋
門
ま
で
の
距
離
は
約
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
途
中
の
淀
大
橋
南
詰
に
は

御
牧
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
て
、
運
河
に
架
か
る
白
橋
を
渡
り
、

石
段
が
設
け
ら
れ
た
五
メ
ー
ト
ル
余
り

の
堤
防
を
越
え
て
川
岸
の
渡
し
場
に
着

く
。
渡
し
場
の
近
く
に
は
小
さ
な
船
頭

小
屋
が
あ
り
、
船
頭
さ
ん
は
日
の
出
か

ら
日
の
入
り
ま
で
、
年
中
休
み
な
く
働

い
て
乗
客
の
利
便
を
図
っ
て
い
た
。

　

渡
し
舟
は
約
五
分
で
対
岸
に
着
く
。

宇
治
川
の
両
岸
の
堤
防
間
は
、
二
七
二

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
両
岸
の
河
川
敷

が
広
い
の
で
、
舟
が
往
来
す
る
流
路
幅

は
九
〇
メ
ー
ト
ル
余
り
で
あ
っ
た
。
一い

っ

石せ
き

（
石
関
）
と
呼
ば
れ
る
渡
し
場
か
ら

堤
防
を
越
え
、
明
親
小
学
校
（
伏
見
区

淀
池
上
町
）
西
側
を
通
っ
て
町
の
中
心

地
に
出
る
。
淀
町
に
は
明
治
四
十
三
年

（
一
九
一
〇
）
四
月
、京
阪
電
鉄
が
開
通

し
、
淀
駅
が
開
設
さ
れ
る
と
、
久
御
山

へ
の
往
来
は
、
淀
大
橋
が
迂
回
路
と
な

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
渡
し
舟
は
利
用
客

で
賑
わ
っ
た
。

　

さ
て
、
東
一
口
に
は
近
郷
近
在
に
よ

く
知
ら
れ
た
弥み

陀だ

次じ

郎ろ
う

の
伝
承
を
も
つ

安
養
寺
が
あ
る
。安
養
寺
で
は
、秘
仏
の

本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
御
開
帳
が
、

三
十
三
年
毎
を
目
安
に
大
法
要
が
営
ま

れ
、
宇
治
川
付
け
替
え
工
事
後
の
大
正

七
年
（
一
九
一
八
）
三
月
は
、
三
十
三

日
間
の
御
開
帳
法
要
が
営
ま
れ
て
村
は

全
戸
を
あ
げ
て
奉
賛
一
色
に
包
ま
れ
た
。

語
り
継
が
れ
て
い
る
当
時
の
活
況
は
、

六
字
詰
念
仏
の
双そ

う
ば
ん
が
ね

盤
鉦
が
境
内
に
鳴
り

響
き
、
善
男
善
女
の
参
詣
は
途
絶
え
る

こ
と
も
な
く
、
奉
賛
行
事
が
連
日
催
さ

れ
、
吉
祥
院
（
京
都
市
南
区
）
か
ら
太

鼓
・
笛
・
鉦
の
鳴
り
物
で
踊
り
を
披
露

す
る
六
斎
念
仏
が
、
ま
た
、
伏
見
平
戸

町
の
漁
師
仲
間
は
、
山
車
を
舟
に
載
せ
、

百
人
が
三
味
線
・
太
鼓
で
囃は

や
し
な
が
ら

繰
り
込
ん
で
い
る
。

　

特
に
御
開
帳
の
中
日
に
は
、
三
千
人

の
参
拝
が
あ
っ
て
、
境
内
は
身
動
き
も

で
き
ず
、
路
地
の
小
道
も
人
波
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。
こ
の
中
日
は
、
遠
方
か
ら

の
参
拝
も
多
く
、
京
阪
電
鉄
淀
駅
か
ら

宇
治
川
の
渡
し
舟
を
利
用
し
た
。
東
一

口
の
渡
し
舟
は
普
通
の
渡
し
舟
よ
り
も

一
回
り
大
き
く
、
三
十
人
が
乗
船
で
き

た
が
、
こ
の
日
ば
か
り
は
近
郷
の
舟
一

〇
艘
を
借
り
集
め
て
対
応
し
た
と
い
う
。

　

京
阪
電
鉄
を
利
用
し
て
安
養
寺
に

参
拝
す
る
人
が
多
か
っ
た
の
か
、
一
〇

年
後
の
昭
和
三
年
に
、
淀
駅
踏
切
の
沿

線
に
安
養
寺
の
大
き
な
石
標
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
石
標
の
高
さ
は
二・一
七
メ

ー
ト
ル
、
幅
三
〇
セ
ン
チ
で
、
京
都
の

三
宅
安
兵
衛
の
遺
志
に
よ
り
建
立
さ
れ
、

石
標
に
刻
ま
れ
た
正
面
の
碑
文
は
、

　

弥
陀
次
郎
開
基　
　
　
　

一
口
村

　
　

十
一
面
観
世
音
尊
像　
　

安
養
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　

是
南
十
五
丁

そ
し
て
横
面
に
は
、

　

東
南　

淀
川
渡
場
径み

ち　

渡
舟
場
十
丁

と
あ
る
。
碑
文
は
、
こ
の
他
に
道
し
る

べ
と
し
て
、
宇
治
川
左
岸
村
々
の
里
程

を
記
し
て
い
る
。

　

三
宅
安
兵
衛
の
遺
志
に
よ
る
石
標
は
、

久
御
山
の
寺
社
や
旧
跡
に
も
建
立
さ
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
高
さ
一
三
〇
セ
ン

チ
か
ら
一
五
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
〇
セ
ン

チ
の
大
き
さ
で
、
中
で
も
安
養
寺
入
口

と
淀
駅
前
の
碑
は
特
別
に
大
き
い
。
こ

れ
は
山
城
一
円
の
安
養
寺
十
一
面
観
世

音
信
仰
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で

あ
る
が
、
淀
駅
前
の
石
標
は
、
京
阪
電

鉄
の
高
架
工
事
で
平
成
十
八
年
に
撤
去

さ
れ
、
現
在
は
淀
美
豆
町
の
同
社
車
庫

に
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

安
養
寺
の
御
開
帳
大
法
要
は
そ
の
後
、

昭
和
二
十
四
年
に
十
日
間
、
昭
和
五
十

五
年
は
七
日
間
営
ま
れ
て
い
る
。
巨
椋

池
干
拓
後
、
漁
業
か
ら
多
毛
作
の
農
業

に
転
換
し
た
東
一
口
に
と
っ
て
、
戦
後

の
法
要
の
日
数
は
短
縮
さ
れ
た
が
、
日

程
は
ぎ
り
ぎ
り
の
選
択
で
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
安
養
寺
の
御
詠
歌

　

仰
ぎ
な
ば
誓
い
あ
ま
ね
き
御
仏
の　

　

み
法の

り
の
か
ど
の
道
は
迷
わ
じ

は
、
東
一
口
全
戸
の
深
い
信
仰
心
の
あ

ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

　
　

久
御
山
町
郷
土
史
会
会
長

阪
部　

五
三
夫

▲東一口の淀川渡船所跡


